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§１．研究成果の概要 

 
深層生成モデルを中心に、近年発展を遂げる機械学習手法を人間中心的に応用することで、

ユーザが自由にメディアコンテンツを創作・編集・享受できるようにするという目標に対して、複数の

成果を生み出すことができた。具体的には、メディアコンテンツの視聴及び体験に関する研究がそ

れぞれヒューマンコンピュータインタラクション分野における重要国際会議である ACM CSCW 2021

及び ACM CHI 2021 に採択された（うち前者は論文誌 Proceedings of the ACM on Human-

Computer Interaction に採録）。また、それらの研究と独立して、機械学習によるセンシングをベー

スに、ユーザの集中力や創造性を引き出す介入デザインに関する研究についても、ACM CHI 

2021 への採択を実現することができた。加えて、前年に得られた実験結果を論文としてまとめた内

容が、人工知能分野の重要国際会議である IJCAI 2021 に採択された。 

また、本研究における機械学習手法の応用アプローチに欠かせない知覚的尺度に関しても、大

きな進展を得ることができた。具体的には、本年度は特に歌声に着目して、その特徴量表現を人

間の知覚に沿った形で抽出できる深層学習手法の開発に取り組んだ。これは、対照学習

（Contrastive Learning）を応用することで、大規模なラベル付き学習データに依存することなく「声

質」や「歌い方」に対応するような表現を得ることを可能にしたものである。開発した手法は、創作支

援という目的にも沿うものであると考えており、幅広い応用可能性を持つ。 
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